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国立科学博物館での
Zooniverse試行概要

• 2022年8月1日〜11月21日
•参加者: 科博上野本館および筑波ボランティア
（植物関係のグループに所属している方々を非公式に勧誘）
参加希望15名、実際の参加者13名

•のべ入力件数： 9929件
（最大入力数ユーザー： 1577件[15.9%]）
（最少入力数ユーザー： 289件[2.9%]）



入力内容
対象はいずれも植物さく葉標本

•第1回： 標本登録番号の入力 [retirement=5]

•第2回： 標本登録番号の入力 [retirement=3](以後全て)

•第3回： 標本登録番号の入力
＋トーク機能の試行

•第4回： 標本登録番号＋採集年月日の入力
•第5回： 採集者名＋採集者番号の入力
•第6回： 採集場所の入力

・徐々にステップアップして、複雑な情報の入力に進め、最終的には必要な全ての
ラベル情報の入力を試行した。
・それぞれの入力内容に対応したマニュアルを作成した。



Zooniverseの短所
（Zooniverse側の仕様のため、基本的には改善の余地なし）

1. ユーザー単位の達成度表示機能がない

プロジェクト全体の進捗状況のインジケーターはあるが、各ユー
ザーがどれだけ貢献したのかを表示する機能はない。

ユーザーに達成感を感じさせる仕組みが存在しない。

参加者のモチベーションを維持する仕掛けを、別途用意する必要あり

単なる「労働力の搾取」にならないような配慮が必要



Zooniverseの短所
（Zooniverse側の仕様のため、基本的には改善の余地なし）

2. 入力者へのフィードバック機能がない
「トーク機能」を利用すると、疑問がある標本画像について質問を
入力できる。しかし、回答が得られたとしても、元の標本に戻って
入力する機能はない。

管理者が「正答」を入力者に知らせる仕組みがない。

参加者の能力向上の機会を、別途設ける必要あり



3. 複数人の入力結果の統合が難しい
Zooniverseは、同一画像に対して複数人が繰り返し入力することを
推奨しており、その繰り返し回数を”retirement”として指定できる。
同一標本に対して繰り返し入力されたデータを統合・比較する機能
はZooniverseにはなく、exportしたファイルを分析する必要がある。
年月日のような数値であれば、 retirementの値を大きくすることで、
「多数決による自動化」はある程度可能。
しかし、複雑な文字列では、 retirementの値を大きくすると、結果
の揺れが生じて収束しない可能性が高い。 Retirement=3に設定して
手作業で正答を確認する手順が最も効率的に思われた。

Zooniverseの短所
（Zooniverse側の仕様のため、基本的には改善の余地な
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3. 複数人の入力結果の統合が難しい

Zooniverseの短所
（Zooniverse側の仕様のため、基本的には改善の余地な
し）

数値であれば、 retirementの値を大
きくすることで、「多数決による
自動化」がある程度可能。

複雑な文字列では、 retirementの値を大きくすると、結果
の揺れが生じて収束しない可能性が高い。
（特に日本語の場合、全角/半角でバリエーションが増え
やすい）

回答の信頼性が高い「エキスパート」を認定することで、
入力結果を重みづけする処理なども考えられる。



Zooniverseの短所
（Zooniverse側の仕様のため、基本的には改善の余地なし）

4. 日本語化が完全ではない

• 主要なメッセージは日本語化できているが、随所に英語表記が残る。
• ページを辿っているうちに、言語選択が英語に戻ってしまう。
• ユーザー登録は英語しか選択できない。

英語に抵抗のあるユーザーにとっては、敷居が高い



Zooniverseの短所
（Zooniverse側の仕様のため、基本的には改善の余地なし）

5. プロジェクトをオープンにする場合、英語表記
が必須

• 現在はクローズドで運用。オープンにするためには実績と審査があ
る。（オープンにすると世界の誰でも参加可能になる）

• オープンにするためには、英語による説明文が必須になる。

「国内向けにだけオープン」にはできない。



Zooniverse試行入力時の苦労
（運用で改善の余地あり）

1. 画像サイズ制限
Zooniverseのサーバーにアップロードできる画像サイズは最大1MB
の制限あり。このサイズでは不十分な場合がある。
画像の縮小処理に手間がかかる。
↓

外部サーバーに画像を置くことで、1MB以上の画像が登録可能にな
る。
ただし、サイズを大きくし過ぎても、読み込みに時間を要するなど
の問題を引き起こす可能性がある。



Zooniverse試行入力時の苦労
（運用で改善の余地あり）

2. 手書き文字の読み取り
手書き文字の解読、特に人名・地名などの固有名詞で時間を要して
いる傾向が見られる。
↓

Zooniverseは文字認識機能は持たない。
入力済みデータに基づいた辞書の提供などで、負担を軽減すること
が考えられる。



Zooniverse試行入力時の苦労
（運用で改善の余地あり）

3. 多様なパターンの情報に対応する困難
マニュアルで対応しきれない例外の出現など
↓

多様なパターンに対応できる完成度の高いマニュアルの作成。
情報量が多くなりすぎても読まれないので、「困ったときに容易に
引ける事例集」のようなものが有用か。



Zooniverse試行入力時の苦労
（運用で改善の余地あり）

4. JSON形式で出力される入力結果
慣れていないと編集等が難しい形式
↓

情報の抽出・変換はExcelの
Power Query機能で可能。

※Zooniverseからのデータ
exportは、24時間に1回しか
できない制約に注意。



標本ラベルの画像が用意できれば、
Zooniverse上に、誰でも簡単に、
クラウドソーシングのプロジェクト
を立ち上げることができます！



“Task”を組み合わせて”Workflow”を作成

最後に“Subject sets”（画像）と組み合わせる



電子化規模の拡大
•標本収蔵場所で、
標本を見ながら
データ入力。

 標本収蔵場所で
ラベルを写真撮影。

↓

画像をクラウドに置
く。

↓

遠隔地・好きな時間
に作業者が画像を開
いて、データ入力。

問題点
・スペース不足
・人材不足

クラウドソーシング
による加速化
クラウドソーシング
による加速化

撮影も加速化？撮影も加速化？



将来への期待
•日本において、自然史標本のクラウドソーシン
グは、まだ実績がほとんどありません。

•未電子化標本の情報公開をスピードアップする
ための最有力手段と言えます。

•当面は、無料で利用できるZooniverseを活用し
つつも、将来的には「日本の自然史標本」に
マッチしたシステムが欲しいところです。


